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例　　言

１.本書は、埼玉県深谷市長在家1800番地他に所在する長在家上遺跡第２次調査の本報告書である。

２.発掘調査は、平成18年６月８日に実施し、整理報告書刊行は引き続き行い、平成18年７月31日に報告書を刊行した。

３.本遺跡のＸＹ座標は、国土標準平面直角座標第Ⅸ系に基づき、方位は全て座標北を示す。断面図の標高値は海抜高度を示す。

４.発掘担当者・本書の作成は村松篤が行った。なお、発掘調査から整理作業の測量・遺物実測については、技研測量設計株式会社

　 に委託し、前田和昭の補助を受けた。

５.出土遺物の保管と詳細なデータは、川本出土文化財管理センターで保管する。

1．調査に至る経緯

平成 18 年２月 20 日付けで、深谷市長在家 1800 番地他の大型商業店舗建設にかかわる埋蔵文化財の所在
について、株式会社ベイシアより照会された。そこで、市教育委員会は、開発区域には埋蔵文化財包蔵地（67
－ 183、長在家上遺跡）があり、開発に先駆けて発掘調査が必要であると回答した。試掘調査は平成 18 年
４月 19 日～ 22 日にかけて、対象面積 42,431 ㎡の内、遺跡の所在が予測される 10,000 ㎡を対象として 480
㎡を調査した。試掘トレンチは 20 ｍ間隔で設定して、重機で表土を掘削して人力で遺構確認面を精査した。
その結果、予定地内の北西約 800 ㎡において１次調査区で確認された縄文時代中期の集落の広がりと考え
られる遺物包含層が確認された。試掘調査の結果を踏まえて株式会社ベイシアと協議をしたところ、遺跡
の広がりの内 750 ㎡については駐車場とするため盛土によって保護し、最も東側の道路用地 50 ㎡について
は発掘調査を実施することとした。平成 18 年 4 月 28 日付で文化財保護法 93 条に基づく届出がされ、教生
文第 3-166 号平成 18 年６月７日で通知された。本調査は、深谷市教育委員会が株式会社ベイシアから委託
を受けて発掘調査を実施した。　



２．遺跡の位置

　深谷市長在家は、深谷市南部の川本地域に位置する。本遺跡は標高 60 ｍ付近の櫛挽台地上に位置し、東
に向かいなだらかに傾斜する微高地縁辺に立地し、試掘調査の結果を見ると東西方向の埋没谷に挟まれた
微高地を中心に、縄文時代中期を中心とする遺跡が立地している。道路を挟んで西側に位置する１次調査
区からは、遺物集中個所３個所、埋甕１個所、溝１条が確認され、縄文時代前期から後期にかけての土器・
石器が出土している。

３．遺構と遺物

検出された遺構は、縄文時代中期を中心とする遺物包含層である。遺物の分布は埋没谷に挟まれた東西
方向に長い約 10 ｍ幅の微高地上から検出され、土器 108 点、石器６点、礫 21 点の合計 135 点の遺物が出
土している。ここでは試掘調査区から出土した遺物もあわせて、記述をおこなう。

　１～８は縄文時代前期諸磯ａ式土器で小破片が多い。１～６は橙褐色を呈し、地文はＲＬの縄文である。
１･２は口縁部で内削り状となり外反する。３は半截竹管による連続刺突文が施文され、６は半截竹管によ
る押し引き文が施される。７・８は同一個体で、７は竹管の押し引き文が巡らされる。９～ 30 は中期加曾
利Ｅ式土器である。９は大型のキャリパー形深鉢の口縁部で隆帯による渦巻き文が配される。10 は波状口
縁の突起部分で突起上端に渦巻き文が配される。11 は口縁下に幅広の沈線による区画が配される。12 は口
縁が内湾し、口縁下に幅広の沈線が巡る。13 は口縁下に沈線による逆Ｕ字状の磨り消し帯が配される。14
は波状口縁下に円形刺突を有する隆帯がめぐる。15 は弧線文土器で口縁下には交互刺突文を巡らせる。16
は懸垂沈線間に縄文を施す。17 は二条の隆帯が懸垂し、18 は磨消縄文が垂下する。19 は胴部上半が 1/5
残存する深鉢で口縁部は直線的に立ち上がる。口縁下から縄文施文され、逆Ｕ字状に三条の沈線が配される。
20 は内湾する口縁下に縄文が施され、21 は口縁下に沈線が巡らされる。22 ～ 26 は口縁下に沈線により区
画された無文帯を残し以下縦方向の櫛書き文を施すものである。26 は厚みのある口縁部で内湾して立ち上
がる。27 は沈線区画の磨り消し帯が垂下するもので、胴部中位の 1/5 が残存する。28 は底部よりの破片で
櫛書きが施される。29 ･ 30 は底部が完存するもので、29 は胴部には三条単位の沈線区画の磨り消し帯が垂
下する。31 は近世のカワラケの口縁部破片である。
　32 ～ 36 は打製石斧である。36 が撥形を呈する他は、胴部中位に抉り込みを有する分銅型を呈する。調
整加工は全体的に粗い。32 ～ 35 がホルンフェルス、36 が砂岩である。37 は敲石であるが敲打痕は不明瞭
である。38 は閃緑岩の凹石で、片面に２個の凹穴がある。素材の礫は不整形であり特に加工等は認められ
ない。

４．まとめ

　長在家上遺跡の２次調査では、１次調査で発見された縄文時代中期の包含層の広がりが確認され、遺跡
東側の限界を確定することができた。また、縄文時代前期の遺物の存在は、櫛挽台地の遺跡では、諸磯期
と中期加曾利Ｅ期の集落が、断続的に形成されることが再確認できた。櫛挽台地上には、沢口・亥ノ堀遺
跡などのように旧の流路や湧水地に沿って遺跡が列状に点在しているものと推定される。
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